
ふ 

る 

さ 

と 

再 

発 

見

　
島
原
藩
の
飛
地
・
豊
後
国
高
田
算さ
ん

所じ
ょ
地
区
に
歌
舞
伎
を
渡と
せ
い世
と
す
る
役

者
村
が
あ
り
ま
し
た
。
人
々
の
演
舞

は
算
所
歌
舞
伎
と
呼
ば
れ
、
ま
た
、

役
者
集
団
は
島
原
藩
主
の
前
で
歌
舞

伎
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
従
っ
て

豊
後
の
算
所
歌
舞
伎
は
島
原
御ご
ぜ
ん前
歌

舞
伎
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
幕
末
の
『
豊
州
御
領
村
々
様
子
大

概
書
』
は
算
所
村
の
人
々
に
つ
い
て

「
歌
舞
伎
、
狂
言
致
し
、
他
国
へ
も

渡
世
に
出
る
」と
紹
介
し
て
い
ま
す
。

島
原
藩
主
・
松
平
忠
房
公
は
、
延
宝

４
（
１
６
７
５
）
年
算
所
村
役
者
た

ち
が
奉
仕
し
て
い
た
若
宮
八
幡
宮
に

社
領
を
寄
進
し
、
元
禄
12
（
１
６
９

９
）
年
に
は
「
祭
礼
儀
式
絵
巻
」
を

奉
納
・
寄
進
す
る
な
ど
、
歌
舞
伎
の

保
護
に
努
め
ま
し
た
。

　
文
政
年
間
の
島
原
御
前
歌
舞
伎
の

名
優
で
あ
っ
た
「
高
嶋
三
国
」
の
「
高

嶋
」
と
は
、
高
田
と
嶋
原
の
一
字
を

と
っ
た
名
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
算
所

歌
舞
伎
は
島
原
と
の
交
流
が
盛
ん
で

し
た
。
ま
た
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に

は
、
島
原
半
島
出
身
の
女
性
た
ち
が

歌
舞
伎
役
者
衆
に
嫁
ぐ
例
が
多
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
算
所
歌
舞
伎
は
猛
島
神
社
の
成
就

院
が
勧か
ん
じ
ん進
芝
居
興
行
と
し
て
大
い
に

招し
ょ
う
へ
い
聘
し
ま
し
た
。『
島
原
藩
日
記
』
や

『
天
保
雑
記
録
』（
松
平
文
庫
本
）
な

ど
に
記
事
が
散
見
し
ま
す
。

　
毎
年
秋
に
は
、
島
原
城
で
「
島
原

薪
能
」
が
公
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
島

原
藩
の
伝
統
芸
能
文
化
と
し
て
重
要

で
あ
り
、
ま
た
、
島
原
御
前
歌
舞
伎

（
算
所
歌
舞
伎
）
も
民
衆
主
体
の
芸

能
と
し
て
島
原
の
歴
史
を
構
築
し
て

い
ま
す
。 

（
肥
前
島
原
松
平
文
庫
長
・
根
井
浄
）

―
　
島
原
御
前
歌
舞
伎
　
―

若宮八幡宮祭礼儀式図絵巻
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島
原
に
移
住
し
て
9
カ
月
が
経
ち

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
情
報

発
信
や
島
原
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
島
原

の
冬
や
春
に
関
す
る
写
真
集
を
そ
れ

ぞ
れ
発
行
し
、
図
書
館
な
ど
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
私
は
島
原
の
大
地
と
ア
ー

ト
を
組
み
合
わ
せ
た
『
ジ
オ
パ
ー
ク

＋
有
機
写
真
』
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
「
有
機
写
真
」
と
は
、
森
の
腐
葉

土
の
中
に
、
写
真
を
数
カ
月
埋
め
て
、

微
生
物
が
写
真
の
表
面
を
分
解
し
て

で
き
る
現
代
美
術
作
品
の
一
つ
で
す
。

つ
ま
り
、
島
原
の
自
然
を
生
か
し
て

作
り
上
げ
て
い
く
作
品
な
の
で
す
。 

　
使
用
す
る
写
真
は
、
イ
ン
ク
ジ
ェ

ッ
ト
プ
リ
ン
ト
紙
で
は
な
く
、
銀
塩

プ
リ
ン
ト
紙
で
す
。
銀
塩
プ
リ
ン
ト

紙
は
、
シ
ア
ン
、
マ
ゼ
ン
ダ
、
イ
エ
ロ
ー

の
３
色
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
色
が
微
生
物
に
分
解
さ
れ
て
い

く
過
程
で
染
み
出
し
て
き
ま
す
。

　
そ
の
特
徴
を
生
か
し
、
写
真
を
島

原
半
島
の
大
地
に
埋
め
て
、
有
機
写

真
を
制
作
す
る
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

腐
葉
土
を
活
用
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
初
の
試
み
と
し
て
、
じ
ゃ
が

い
も
畑
の
赤
土
に
埋
め
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の

か
楽
し
み
で
す
。

　
島
原
の
大
地
を
通
し
て
で
き
た
有

機
写
真
は
、
き
っ
と
、
魅
力
的
な
も

の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
で
き
あ
が
っ
た
作
品
は
、
10
月
29

日
㈯
～
30
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
特
大

ジ
オ
マ
ル
シ
ェ
の
企
画
の
一
つ
と
し

て
、
雲
仙
岳
災
害
記
念
館
で
展
示
す

る
予
定
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
多
く
の
人
に
特
大
ジ
オ
マ

ル
シ
ェ
に
足
を
運
ん
で
、
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
隊
員　
松
原　
正
武

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
政
策
企
画
課
（
☎
�
８
０
１
２
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
コ
ラ
ム
③


